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i）	 JIS	Z	9096：床面に設置する蓄光式の安全標識及び誘導ライン（平成 24 年 12 月 20 日制定）

































2 - 2 試料の作製
　試験布に用いた蓄光糸は、繊度 146.7	dtex、	強力 328.4	cN、	強度 2.24	cN/dtex、伸度 33％の集
束撚糸（A-Muse 製）である。この糸の太さは、一般的な市販の毛糸 1 玉（毛：100％、形状：
約 40g 玉巻（約 120m）、太さ：並太（1/1.5 ～ 1/2.5 番手）、参考使用針：かぎ針	5 ～ 7 号、棒
60 分照射して 720 分後のりん光輝度Ⅰ類：3mcd/m2 以上 10mcd/m2 未満、Ⅱ類：10mcd/m2 以上。























⒜ Plain Weave, Twill Weave, Sateen Weave ⒝ Round knitting ⒞ Phosphorescent yarn














　現在、蓄光に関する繊維関連の JIS 規格は無い。そのため、本研究では JIS	Z	9107「安全標
Fig.1  Surface Observed(SEM)
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Table 1  Cover Factor of Samples
Objects Plain Weave Twill Weave Sateen Weave
ＭＷｐ 8 15 12
ＤＷｐ 146.7 146.7 146.7
ＭＷｆ 25 28 31
ＤＷf 146.7 146.7 146.7















2 - 4 実験方法
（1）実験プロトコル
　実験プロトコルを Fig.3 に示す。りん光輝度測定には、受光機（LS-100、㈱コニカミノルタ
製）と光源（D65 標準光源、東芝ライテック㈱製）を用いた。試験時間は合計 80 分である。実
験は、照度 200lx の標準光源（D65）で 20 分間光を試験布に照射（励起時間とする：以下 Lamp	
ON とする）した後、照射を取り除いてりん光輝度測定（測定時間とする：以下 Lamp	OFF と




















Table 2   Level of The lowest Phosphorescent 
Luminance








3 - 1 試験布のりん光輝度
　集束撚糸と各試験布（平織、綾織、朱子織、平編）のりん光輝度数値の詳細を Table	3 に示
す。集束撚糸やこの糸から構成する各試験布のりん光輝度数値は、Table	2 に示す 4 つの副分類
（りん光材料の最低りん光輝度数値）のいずれにも該当しないことが分かった。故に、JIS	Z	9107
「安全標識—性能分類における性能基準及び試験方法」6）の条件を満たすことはできなかった。
Table 3  Phosphorescent luminance value for fabric, knitting, and thread
U n i t  :  P h o s p h o r e s c e n t  l u m i n a n c e  ( m c d / m 2 )  









OFF	50 分後にかけて緩やかに減少を続け、Lamp	OFF	60 分後には、平織、綾織、朱子織で 3 ～
4	mcd/m2、平編で 1mcd/m2 まで減少した。人間がものを知覚できる明るさは 3mcd/m2 と考えら






た。Lamp	OFF	2 分後では、りん光輝度数値が、綾織は 1.4 倍、朱子織は 1.7 倍であるのに対し、
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平編は 2.4 倍の増加を確認することができた。ところが、Lamp	OFF	60 分後の平織と綾織のり
ん光輝度数値は、初期設定を下回り減少した。一方、平編では Lamp	OFF	2 分以降、常に初期














Fig.4   Phosphorescent luminance of each 
Test Clothes
Time (min.)
Fig.5   Di f ference of phosphorescent 
luminance between Original and 
Washing test (%)
Fig.6   Di f ference of phosphorescent 




















Fig.7   Digital microscope images of (a)plain, (b)
twill, (c)sateen weave and (d) plain knitting 
after washing (Test 2) and abrasion (Test 3).




T e s t  1
( d )
Fig.8   SEM images of (a)plain, (b)twill, (c)
sateen weave and (d)plain knitting 
after washing (Test 2) and abrasion 
(Test 3).


















































































　この研究は、JSPS 科研費若手研究（B）17K12880、JSPS 科研費基盤研究（C）17K00775、平成 29 年度
東北生活文化大学・東北生活文化大学短期大学部研究助成により遂行されたものであり、ここに謝意を表
す。また、本研究を遂行するに際して実験試料を提供していただいた㈲ヒロタ工織と測定や様々なご助言
をいただいた㈶ニッセンケン品質評価センター（防災・安全評価グループ）に深謝いたします。
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